
京都府高等学校体育連盟テニス部ポイント制度

Ⅰ．ポイントについて ＜表①＞

１．高体連テニス部主催大会のポイントについて シングルス ダブルス
高体連テニス部主催の各大会であげた戦績に与えられるポイント 順位 ポイント 順位 ポイント

は、右の表①のとおりとする。 １ ５４ １ ４１
このポイントは１年間有効で、各大会における倍率も右の表②の ２ ４１ ２ ２７

とおりとする。 ４ ２７ ４ １６
なお、このポイントは、シングルスにおいてもダブルスにおいて ８ １６ ８ ７

も各個人に与えられるポイントであり、過去１年間のポイント合計 １６ ７ １６ ４
により、シード等を決めるものとする。 ３２ ４ ３２ ３

６４ ３ ※個人ポイント
２．ジュニア大会（京都ジュニアのみ）大会のポイントについて

平成１５年度の総会及び顧問会議により審議・決定された京都府 ＜表②＞
高校春季大会の廃止に伴い、京都ジュニアテニス選手権をポイント ●各大会の倍率
対象大会とし、その戦績に対し下記のようなポイントを与える。た 前大会 ２ 倍
だし、ラッキールーザーで本戦に出場した選手は、本戦に出場した 前々大会 １．５倍
だけ（本戦１Ｒ敗退）ならノーポイントとして扱い、本戦で勝ち上 ３大会前 １ 倍
がれば戦績に応じたポイントを与えるものとする。 ４大会前 ０．５倍
京都ジュニアテニス選手権の１８歳以下に出場する高校１・２年

生（３月現在）があげた戦績に与えられるポイントは、高体連テニ ＜表③＞
ス部主催の各大会で獲得するポイントと同じとし、右の表①のとお ●京都Ｊｒ１６歳のポイント
りとする。 シングルス ダブルス
京都ジュニアテニス選手権の１６歳以下に出場する高校１年生（ 順位 ポイント 順位 ポイント

３月現在）があげた戦績に与えられるポイントは、右の表③のとお １ ２７ １ １６
りとする。 ２ １６ ２ ７
全国総体予選等の高体連テニス部主催の大会での新１年生の有力 ４ ７ ４ ４

な選手の参加に対して、ジュニア大会（京都ジュニアテニス選手権 ８ ４ ８ ３
のみ）での優秀な戦績に対するポイントを、右の表④のとおりとす １６ ３ ※個人ポイント
る。
このポイントは、高体連テニス部主催の大会と同 ＜表④＞

じで、１年間有効とし、各大会における倍率も右の ●新１年生のジュニア大会のポイント
表②のとおりとする。 シングルス ダブルス
なお、このポイントは、シングルスにおいてもダ １８歳 １６歳 １８歳 １６歳

ブルスにおいても各個人に与えられるポイントであ 優勝 ６２ ４８ ３６ ２５
り、過去１年間のポイント合計により、シード等を ２位 ３６ ２５ １６ １２
決めるものとする。 ４位 １６ １２ ８ ７
また、全国総体ではなく年度途中から参加する有 ８位 ８ ７ ６ ３

力な選手に対しても、ジュニア大会で優秀な戦績を １６位 ６ ３ ４
残している場合は、参加する大会に見合ったジュニ ３２位 ４ ３

アポイント（この表を基準にして算出） ６４位 ３ ※個人ポイント
＜表⑤＞

●ジュニア選手の全国・地域大会の戦績参考大会一覧表（別表）
シングルス ダブルス

全国大会 地域大会 全国大会 地域大会
Ａ全日本Ｊｒ１８歳以下 Ｉ関西Ｊｒ１８歳以下 Ｌ全日本Ｊｒ１８歳以下 Ｏ関西Ｊｒ１８歳以下
Ｂスーパージュニア Ｊ関西Ｊｒ１６歳以下 Ｍ全日本Ｊｒ１６歳以下 Ｐ関西Ｊｒ１６歳以下
Ｃジャパンオープン Ｋ関西ジュニアオリンピックカップ Ｎ全国中学 Ｕ－１５全国選抜も Ｕ－１５全国選抜関西も
ＤＭＵＦＧジュニア ※必ずしも、ジュニア冊子に載っている「ポイント制度（ＫＴＡポイント
Ｅジュニアオリンピック（全日本選抜室内） ）」の順に従うのではない。あくまでも参考資料である。
Ｆ全日本Ｊｒ１６歳以下 ※上記の各大会で顕著な戦績を残したジュニア選手は、従来通り比較・検討し
ＧＵ－１５全国選抜（旧中牟田杯） ながら、適切な位置を決定するものとする。
Ｈ全国中学 ※この表によりシードがアップグレードした場合は、それに見合ったジュ

ニアポイントに変更する。
※他府県のジュニアテニス選手権に参加している選手などについては、高体連主催の全国総体や近畿
大会などの大会の戦績を評価し、組み入れる場合もある。

を与えるものとする。



新たに高体連主催の大会に参加するジュニア選手で全国大会や地方大会で優秀な戦績を残して
いる選手、及び、他府県のジュニアテニス選手権に参加している選手については、上の表⑤のよ
うな別表を設け、総合的に判断するものとする。この表によってアップグレードした場合は、そ
れに見合ったジュニアポイントに変更するものとする。アップグレードの限度は、シングルスは
最大第３シードまで、ダブルスは最大第２シードまでとする。

３．ダブルスのペア計算方法について
ダブルスのポイントについては、２人の上記の個人ポイントの合計（ペア合計）とする。よっ

てペア変更をした場合でも、新たに組んだペアの２人の合計ポイントにより決定するものとする。

Ⅱ．シード選手について

１．シードの決め方について
ポイント合計順にシード（シングルスは１～１６、ダブルスは１～８）を決めるものとする。

同ポイントの場合は、前大会から順に戦績をさかのぼり、戦績で差がつけば順位を決め、差がつ
かない場合は顧問会議での抽選で順位を決める。ただし、規定数（Ｓは１６、Ｄは８）の境界線上
の同ポイントで差がつかない場合に限り、規定数を超えることもある。

２．シードの場所抽選について
第１と第２シードが従来通りで、第３シードと第４シードは２シードづつ、第５シード以降は

４シードづつ（例えば、第５～８シード、第９～１２シード）で場所の抽選を行うものとする。
規定数を超えた場合や、その超えた本数が奇数の場合も同様に抽選を行い、場所を決めるものと
する。この場所抽選は、２次予選初日の会場で行うものとする。

３．適応大会について
高体連主催のすべての試合で適応する。

Ⅲ．ダイレクトイン選手と予選ブロックシード選手、
及び、予選通過選手について

１．ダイレクトインの選手の選考について
ポイント合計順にシード選手の次から選考し、選手の総本数が規定数を超ええないように選考

するものとする。ただし、ダイレクトインの最大数はシード規定数と同数（Ｓは１６、Ｄは８）
までとし、本戦ドロー数が基準に満たない場合は予選のブロック人数を変えることで対応する。
ただし、規定数の境界上の同ポイントの場合は、シード順位の決定と同様に前大会から順にさか
のぼり差がつくのであれば順位に差をつける。また、エントリー制限になった場合は、同ポイン
トが複数名でしかも過去の戦績で差がつかない場合は、規定数を超えないようにその手前で止め
て、最終的に残る場所はＢＹＥとする。エントリー制限されない場合は、規定数の境界線上の同
ポイントで差がつかない場合に限り、規定数を超えて予選の人数で調整することになる。
反対に、シード選手と予選通過選手で規定数と同じまたは超える場合はダイレクトインの選考

は行わないものとする。

２．予選ブロックシード選手について
ポイント合計順にシード選手、あるいはダイレクトイン選手の次から選考し、選手の総本数が

予選ブロック数を超えないように選考するものとする。ただし、規定数の境界上の同ポイントの
場合は、シード順位の決定と同様に前大会から順にさかのぼり差がつくのであれば順位に差をつ
け、同ポイントが複数名でしかも過去の戦績で差がつかない場合は、エントリー委員会で厳正な
る抽選を行い、規定数（予選ブロック数）までのブロックシードを決定する。予選ブロックでの
位置は各ブロックの１番上とし、顧問会議での抽選で決定する。

３．ダイレクトインの選手と予選通過選手の場所について
ダイレクトインと予選通過の選手の場所はすべての大会でフリー抽選とする。この抽選は、２

次予選初日の会場で行うものとする。



Ⅳ．団体戦のポイントについて

１．ポイント該当大会について
団体戦においては、個人戦と同様、京都ジュニアテニス選手権を含め、直前の２大会のポイン

ト合計とする。ただし、個人戦同様京都ジュニアにおいては、ラッキールーザーで本戦に出場し
ただけ（本戦１Ｒ敗退）ならノーポイントとして扱い、本戦で勝ち上がれば戦績に応じたポイン
トを与えるものとする。

２．全国総体予選と全国選抜予選のポイントについて ＜表⑥＞
全国総体予選と全国選抜予選は対戦本数や登録人数が違うため、 ●全国総体予選団体のポイント

以下のように両大会のポイントを変えるものとする。 シングルス ダブルス
順位 ポイント 順位 ポイント

３．全国総体予選における高体連主催の大会のポイントについて 優勝 ５４ 優勝 ２７
全国総体予選におけるポイントは直前大会を京都ジュニアテニス ２位 ４１ ２位 ２０

選手権大会とする。前々大会は高体連テニス部主催の大会であるの ４位 ２７ ４位 １３
で、その大会であげた戦績に与えられるポイントは右の表⑥のとお ８位 １６ ８位 ８
りとする。 １６位 ７ １６位 ３
また、その倍率は右の表⑦のとおりとする。つまり、高体連テニ ３２位 ４ ３２位 ２

ス部主催の高校選手権大会のス部主催の高校選手権大会の倍率は、 ６４位 ３ ※個人ポイント
０．５倍となる。

＜表⑦＞
４．全国総体予選におけるジュニア大会（京都ジュニアテニス選手権） ●各大会の倍率

のポイントについて 前大会 １ 倍
全国総体予選において、直前大会となる京都ジュニアテニス選手 前々大会 ０．５倍

権であげた戦績に対するポイントは、個人戦と同様とする。
京都ジュニアテニス選手権の１８歳以上に出場する高校１・２年 ＜表⑧＞

生（３月現在）があげた戦績に与えられるポイントは、高体連テニ ●京都Ｊｒ１６歳のポイント
ス部主催の各大会で獲得するポイントと同じとし、右の表⑥のとお シングルス ダブルス
りとする。倍率は１倍とする。 順位 ポイント 順位 ポイント
京都ジュニアテニス選手権の１６歳以上に出場する高校１年生（ １ ２７ １ １３

３月現在）があげた戦績に与えられるポイントは、右の表⑧のとお ２ １６ ２ ８
りとする。倍率は１倍とする。 ４ ７ ４ ３
新１年生の有力な選手の参加に対して、ジュニア大会（京都ジュ ８ ４ ８ ２

ニアテニス選手権）での優秀な戦績に対するポイントを、右の表⑨ １６ ３ ※個人ポイント
のとおりとする。倍率は１倍とする。
また、個人戦と同様に、別表＜表⑤＞によりアッ ＜表⑨＞

プグレードした選手については、それに見合ったポ ●全国総体予選団体の新１年のジュニアポイント
イントに変更するものとする。 シングルス ダブルス

１８歳 １６歳 １８歳 １６歳
５．全国選抜予選における高体連主催の大会のポイント 優勝 ４０ ３４ ２０ １７

について ２位 ２３ １９ １１ ９
全国選抜予選における高体連テニス部主催の各大 ４位 １０ ８ ５ ４

会であげた戦績に与えられるポイントは、右の表⑩ ８位 ５ ４ ２ １
のとおりとする。 １６位 ４ ２ ２
また、その倍率は、右の表⑦のとおりとする。 ３２位 ３ １

６４位 ２ ※個人ポイント
６．全国選抜予選におけるジュニア大会のポイントにつ

いて ＜表⑩＞
全国選抜予選において、初めて高体連主催の大会に参加するジュ ●全国選抜予選団体のポイント

ニア選手で全国大会や地方大会で優秀な戦績を残している選手につ シングルス ダブルス
いては、全国総体予選と同様に総合的に判断し、この大会に見合っ 順位 ポイント 順位 ポイント
たポイントを与えるものとする。 優勝 １４ 優勝 ７

２位 １２ ２位 ６
４位 １０ ４位 ５

Ⅴ．団体戦のシードについて ８位 ８ ８位 ４
１６位 ６ １６位 ３

１．チームポイントの計算方法について ３２位 ４ ３２位 ２
両大会とも、対戦出場本数分（総体はＳ２本・Ｄ１本＜２名＞、 ６４位 ２ ※個人ポイント

選抜はＳ３本・Ｄ２本＜４名＞）の個人合計ポイントを、兼ねない
形で、チームとして最大になるように合計する。



２．シードの決め方について
第１条件を、「全国総体予選ではポイント保有者が２名以上、全国選抜予選ではポイント保有

者が３名以上で、両大会とも必ずその中にシングルスのポイント保有者が含まれていること」と
する。まず、条件を満たしている学校のチームポイントの合計順にシード（３３ドローを超える
場合は１６まで、３２ドローまでは８シードまで）を決めるものとする。ポイント僅差によるシ
ミュレーションは行わない。ただし、同ポイントの場合のみ個人ポイント合計による仮想シミュ
レーションを行い、これで差がつくようであれば順位に差をつけ、差がつかない場合は顧問会議
での抽選で順位を決める。また、１６シードの場合は、規定数の境界上の同ポイントで差がつか
ない場合でも規定数は超えずに顧問会議の抽選により決定する。８シードの場合は、規定数の境
界上の同ポイントで差がつかない場合に限り、規定数を超えることもある。
第２条件を、「シード選考最低ポイントを全国総体予選では１０ポイント、全国選抜予選では

８ポイント」とし、チームポイント合計がそれ未満の場合は第１条件を満たしていてもシードに
選考しない（１６シードまでつかないで途中で切れる場合もあるが、どの場合も最低８シードは
置くものとする）。
全国総体予選においては、１次予選で京都市部予選と両丹支部予選での実施の後、その勝ちあ

がりチームによる府内予選を実施する形式を尊重した、適切なシードを置くこととする。

３．シードの場所抽選について
個人戦と同様、第１と２シードは従来通りで、第３シードと第４シードは２シードづつ、第５

シード以降は４シードづつ（例えば、第５～８シード）で場所の抽選を行うものとする。規定数
を超えた場合やその超えた数が奇数の場合も同様である。
全国総体予選においては、上記のような１次予選での市・支部予選や府内予選の形式を尊重し

たシード位置の抽選を行うこととする。
この抽選は、生徒代表者会議で行うものとする。

Ⅵ．団体戦の登録選手のしばりについて

１．団体戦の登録選手のしばりについて
直前２大会でのシングルスの個人合計ポイントが４ポイント以上の選手を第１基準とし、その

ポイント順に選手登録しなければならないとする。また、直前２大会でのシングルスの個人合計
ポイントが４ポイント未満の選手を第２基準とし、ノーポイントの選手よりは上位に選手登録し
なければならないとする。（ダブルスのポイントは考慮しない。）また第１基準で同点の場合、
４ポイント未満の第２基準の選手、及び、ノーポイントの選手はそれぞれ「校内順位」に従うも
のとする。

Ⅶ．その他

１．不測の事態の対応について
このポイント制度で対応しきれない問題や不測の事態の対応については、常任委員会で検討し、

その大会の顧問会議（ドロー会議）の席上で承認をもらい、対応していくものとする。

２．実施について
このポイント制度は、平成１１年８月の近畿高等学校テニス大会より実施するものとする。

３．本戦（府内２次予選）の出場辞退について
本戦（府内２次予選）を修学旅行等の事前に判明している理由で辞退する場合は、事前に公印のあ

る辞退届を提出する。また、病気や怪我等の不測の事態で欠場した場合（遅刻等の会場に来ている場
合は除く）は、事後速やかに公印のある辞退届を提出する。この届けの提出をもって該当するポイン
トを与える。

平成１１年２月１３日 制 定 平成２６年４月１２日 改 正
平成１５年３月１５日 改 正 令和 ５年３月 ４日 改正予定
平成１６年３月１３日 改 正
平成１７年３月１２日 改 正
平成１８年３月１１日 改 正
平成２０年３月１５日 改 正
平成２２年３月１３日 改 正
平成２５年３月 ９日 改 正



■ポイント制度補足説明■
◆基本シード場所抽選について◆

◇シングルス ◇ダブルス
① １ ３３ ③～④ ① １ １７ ③～④

   
⑬～⑯ ８ ４０ ⑬～⑯  
⑨～⑫ ９ ４１ ⑨～⑫  

   
⑤～⑧ １６ ４８ ⑤～⑧ ⑤～⑧ ８ ２４ ⑤～⑧
⑤～⑧ １７ ４９ ⑤～⑧ ⑤～⑧ ９ ２５ ⑤～⑧

   
⑨～⑫ ２４ ５６ ⑨～⑫  
⑬～⑯ ２５ ５７ ⑬～⑯  

   
③～④ ３２ ６４ ② ③～④ １６ ３２ ②

※⑰～⑳は５ｏｒ２８ｏｒ３７ｏｒ６０ ※⑨～⑫は５ｏｒ１２ｏｒ２１ｏｒ２８

◇団体（全国選抜） ◇団体（全国総体）その１
① １ ３３ ③～④ 〇府予選（両丹支部がシードにならない場合）

  Ａ Ｃ
（⑬～⑯）８ ４０（⑬～⑯）
（⑨～⑫）９ ４１（⑨～⑫） 両丹ｏｒＢＹＥ 両丹ｏｒＢＹＥ

  ※第３シードの方がＢＹＥで
⑤～⑧ １６ ４８ ⑤～⑧ Ｄ Ｂ 第４シードの方が両丹となる
⑤～⑧ １７ ４９ ⑤～⑧ 〇京都市部予選

  ① ③～④
（⑨～⑫）２４ ５６（⑨～⑫） Ａ Ｃ
（⑬～⑯）２５ ５７（⑬～⑯） ⑤～⑧ ⑤～⑧

  ② ③～④
③～④ ３２ ６４ ② Ｂ Ｄ

⑤～⑧ ⑤～⑧

◇団体（全国総体）その２ ◇団体（全国総体）その３
〇府予選（両丹支部が第１シードの場合） 〇府予選（両丹支部が第２シードの場合）
① 両丹 Ｂ Ａ Ｂ

ＤｏｒＢＹＥ ＤｏｒＢＹＥ ＤｏｒＢＹＥ ＤｏｒＢＹＥ
※第３シードの方がＢＹＥで ※第３シードの方がＢＹＥで

Ｃ Ａ 第４シードの方がＤとなる Ｃ 両丹 ② 第４シードの方がＤとなる
〇京都市部予選 〇京都市部予選

② ③～④ ① ③～④
Ａ Ｃ Ａ Ｃ

ノーシードｏｒ⑨ ⑤～⑧ ノーシードｏｒ⑨ ⑤～⑧
③～④ ⑤～⑧ ③～④ ⑤～⑧

Ｂ Ｄ Ｂ Ｄ
⑤～⑧ ⑤～⑧ ⑤～⑧ ⑤～⑧

◇団体（全国総体）その４ ◇団体（全国総体）その５
〇府予選（両丹支部が第③～④シードの場合） 〇府予選（両丹支部が第⑤～⑧シードの場合）

Ａ 両丹③～④ｏｒＣ Ａ Ｃ

ＤｏｒＢＹＥ ＤｏｒＢＹＥ 両丹ｏｒＢＹＥ 両丹ｏｒＢＹＥ
※第３シードの方がＢＹＥで ※第３シードの方がＢＹＥで

Ｃｏｒ両丹③～④ Ｂ 第４シードの方がＤとなる Ｄ Ｂ 第４シードの方が両丹とな
〇京都市部予選 〇京都市部予選 る

① ③～④ ① ③～④
Ａ Ｃ Ａ Ｃ

ノーシードｏｒ⑨ ⑤～⑧ ノーシードｏｒ⑨ ⑤～⑧
② ⑤～⑧ ② ③～④

Ｂ Ｄ Ｂ Ｄ
⑤～⑧ ⑤～⑧ ⑤～⑧ ⑤～⑧

※全国総体予選は、両丹支部の勝ち上りを尊重したドローとし、⑨～⑯を適切な場所に置くこととする。



■各大会についての確認事項■
Ｎｏ．１

◆近畿大会予選について◆（「エントリーに関する規定」に伴うエントリー制限大会）
＜１次予選の各ブロックの最大人数は男子１６名、女子１５名とする。＞

◇試合方法 すべて１セットマッチを原則とする。ただし、府内１次予選にはノーアドバンテージ方
式を採用する。また、府内２次予選のダイレクトイン選手と予選通過選手の場所はフリ
ー抽選とする。

◇府内１次予選免除（２次予選進出）者 規定に従い、シード選手、及び、ダイレクトイン選手
◇京都市部予選のブロックシード １．上記のシード・ダイレクトイン選手を省いたポイントの高

い選手から順に、規定に従い、予選ブロックの数だけブロ
ックシード選手とする。

２．顧問会議出席校の各校Ｎｏ．１選手を次の候補とする。
※ポイント保有者で予選ブロックシードが満たない場合は、ブロッ
クの上箱、下箱、中下箱、中上箱を各校Ｎｏ．１で埋める。

◇ドロー貼り付け順 １．シード選手（２次予選ドローへ）
２．ダイレクトイン選手（あれば２次予選ドローへ）
３．上記の予選ブロックシード選手（予選の上箱へ）
４．顧問会議出席校の各校Ｎｏ．１選手（予選の下箱から順に）
５．その他の選手

◇ドロー作成注意 １．順位決定戦（近畿出場本数による）の有無
２．エントリーに関する規定による、参加許可人数の確定
３．１次予選では、基本的には同校が同じブロックに入らないようにする。

◇国体選手の扱い 国体の近畿地区予選とこの近畿大会予選が重なる場合は、シングルス・ダブルス
とも近畿大会ストレートインとする。
※ポイントについては、シングルスは優勝扱い、ダブルスはシード順位扱いと
する。

◇会議 エントリー委員会 ⇒ 常任委員会 ⇒ 顧問（ドロー）会議 ⇒ 生徒代表者会議
（エントリー締切日） （ドロー作成・大会についての連絡） （ボール・ドロー配布、大会注意）

◇ドロー抽選 １．シード順位の抽選（差がつかない場合）は顧問会議で顧問が行う。
２．シードの場所抽選、ダイレクトイン選手や予選通過者の場所抽選は、２次予選初

日に大会会場で選手が行う。
３．予選ブロックシードの抽選（差がつかない場合）は、エントリー委員会で行う。

◇試合球 近畿高校テニス大会の使用球とする。
◇ボール・ドローの配布 生徒代表者会議にて配布。
◇試合前のウォーミングアップ サービス４本とする。

◆京都府公立高校大会について◆（公立高校（設置者別）によるオープン大会）
◇すべて、公立高校大会実行委員会に委ねる。

◆全国選抜予選（団体）について◆（オープン大会）
◇試合方法 ＱＦの前までは１セットマッチを原則とし、ＱＦ～Ｆと順位決定戦は８プロセットマッ

チを原則とする。５～８位決定戦については、１セットマッチノーアドバンテージ方式
を原則とする。（だだし、５～８位決定戦は予備日を使用しないでの実施とする。）

◇参加条件 登録人数は７名以上９名までとする。
◇登録 登録〆切日（エントリー委員会）までにメンバー登録を提出すること。
◇登録選手のしばり ポイント規定の「Ⅵ．団体戦の登録のしばりについて」により、第１基準及び

第２基準に従って登録をしなければならない。
◇ドロー貼り付け順 １．シード校

２．その他の学校
◇会議 エントリー委員会 ⇒ 常任委員会 ⇒ 顧問（ドロー）会議＆生徒代表者会議

（エントリー締切日） （ドロー作成・大会についての連絡） （ドロー抽選、ボール配布、大会注意）
※顧問会議と生徒代表者会議は同日開催（生徒代表者会議は顧問会議の１時間遅れ
で開催）とし、顧問会議でシード決定後、生徒代表者会議で抽選、会場調整後、
顧問会議で会場発表する。

※顧問会議は京都府高校選手権大会の顧問会議と一緒に開催することを原則とする
が、年度によって単独で開催することもある。

◇ドロー抽選 １．シード順位の抽選（差がつかない場合）は顧問会議で顧問が行う。
２．シードの場所抽選、シード校以外の場所抽選は、生徒代表者会議で生徒代表者が

行う。
◇試合球 全国高校選抜大会の使用球とする。



Ｎｏ．２
◇ドローの配布 試合当日に配布。
◇試合前のウォーミングアップ 原則としてサービス４本であるが、８プロセットマッチを実施する

ラウンドについては３分間のウォーミングアップとする。

◆京都高校選手権について◆（「エントリーに関する規定」に伴うエントリー制限大会）
＜１次予選の各ブロックの最大人数は男女共１２名とする。＞

◇試合方法 すべて１セットマッチを原則とする。ただし、府内１次予選にはノーアドバンテージ方
式を採用する。また、府内２次予選のダイレクトイン選手と予選通過選手の場所はフリ
ー抽選とする。

◇府内１次予選免除（２次予選進出）者 規定に従い、シード選手、及び、ダイレクトイン選手
◇京都市部予選のブロックシード １．上記のシード・ダイレクトイン選手を省いたポイントの高

い選手から順に、規定に従い、予選ブロックの数だけブロ
ックシード選手とする。

２．顧問会議出席校の各校Ｎｏ．１選手を次の候補とする。
※ポイント保有者で予選ブロックシードが満たない場合は、ブロッ
クの上箱、下箱、中下箱、中上箱を各校Ｎｏ．１で埋める。

◇ドロー貼り付け順 １．シード選手（２次予選ドローへ）
２．ダイレクトイン選手（あれば２次予選ドローへ）
３．上記の予選ブロックシード選手（予選の上箱へ）
４．顧問会議出席校の各校Ｎｏ．１選手（予選の下箱から順に）
５．その他の選手

◇ドロー作成注意 １．エントリーに関する規定による、参加許可人数の確定
２．１次予選では、基本的には同校が同じブロックに入らないようにする。

◇会議 エントリー委員会 ⇒ 常任委員会 ⇒ 顧問（ドロー）会議 ⇒ 生徒代表者会議
（エントリー締切日） （ドロー作成・大会についての連絡） （ボール・ドロー配布、大会注意）
※顧問会議は全国選抜予選の顧問会議と一緒に開催することを原則とするが、年度
によって単独で開催することもある。

◇ドロー抽選 １．シード順位の抽選（差がつかない場合）は顧問会議で顧問が行う。
２．シードの場所抽選、ダイレクトイン選手や予選通過者の場所抽選は、２次予選初

日に大会会場で選手が行う。
３．予選ブロックシードの抽選（差がつかない場合）は、エントリー委員会で行う。

◇試合球 ダンロップ（フォートイエロー）とする。
◇ボール・ドローの配布 生徒代表者会議にて配布。
◇試合前のウォーミングアップ サービス４本とする。

◆京都府私立高校大会について◆（私立高校（設置者別）によるオープン大会）
◇すべて、私立高校大会実行委員会に委ねる。

◆全国総体予選（個人）について◆（「エントリーに関する規定」に伴うエントリー制限大会）
＜１次予選の各ブロックの最大人数は男子１６名、女子１５名とする。＞

◇試合方法 府内２次予選は８プロセットマッチを原則とする。ただし、府内１次予選には、１セッ
トマッチノーアドバンテージ方式を採用する。また、府内２次予選のダイレクトイン選
手と予選通過選手の場所はフリー抽選とする。

◇府内１次予選免除（２次予選進出）者 規定に従い、シード選手、及び、ダイレクトイン選手
◇京都市部予選のブロックシード １．上記のシード・ダイレクトイン選手を省いたポイントの高

い選手から順に、規定に従い、予選ブロックの数だけブロ
ックシード選手とする。

２．顧問会議出席校の各校Ｎｏ．１選手を次の候補とする。
※ポイント保有者で予選ブロックシードが満たない場合は、ブロッ
クの上箱、下箱、中下箱、中上箱を各校Ｎｏ．１で埋める。

◇ドロー貼り付け順 １．シード選手（２次予選ドローへ）
２．ダイレクトイン選手（あれば２次予選ドローへ）
３．上記の予選ブロックシード選手（予選の上箱へ）
４．顧問会議出席校の各校Ｎｏ．１選手（予選の下箱から順に）
５．その他の選手

◇ドロー作成注意 １．順位決定戦（総体出場本数による）の有無
２．エントリーに関する規定による、参加許可人数の確定
３．１次予選では、基本的には同校が同じブロックに入らないようにする。

◇会議について エントリー委員会 ⇒ 常任委員会 ⇒ 顧問（ドロー）会議 ⇒ 生徒代表者会議
（エントリー締切日） （ドロー作成・大会についての連絡）（ボール配布・ドロー抽選、大会注意）



Ｎｏ．３
※顧問会議は個人戦と団体戦を同時に行う。
※生徒代表者会議で、団体戦のドロー抽選を行う。（メンバー表を提出すること）

◇ドロー抽選 １．シード順位の抽選（差がつかない場合）は顧問会議で顧問が行う。
２．シードの場所抽選、ダイレクトイン選手や予選通過者の場所抽選は、２次予選初

日に大会会場で選手が行う。
３．予選ブロックシードの抽選（差がつかない場合）は、エントリー委員会で行う。

◇試合球 全国高校総体の使用球とする。
◇ボール・ドローの配布 生徒代表者会議にて配布。
◇試合前のウォーミングアップ 原則としてサービス４本であるが、府内２次予選の２日目以降の８

プロセットマッチを実施するラウンドについては３分間のウォーミ
ングアップとする。

◆全国総体予選（団体）について◆（オープン大会＜府内１次予選京都市部は京都総体と兼ねて実施＞）
◇試合方法 すべて１セットマッチを原則とし、代表決定の係わる直前の試合（ＳＦとＦ）より３セ

ットマッチを原則とする。
◇参加条件 登録人数は４名以上５名までとする。ただし、全国総体、及び、近畿選抜には５名の登

録が必須である。
◇登録 登録〆切日（エントリー委員会）までに参加の有無を提出、個人戦の生徒代表者会議で

メンバー登録表を提出すること。
◇登録選手のしばり ポイント規定の「Ⅵ．団体戦の登録のしばりについて」により、第１基準及び

第２基準に従って登録をしなければならない。
◇ドロー貼り付け順 １．シード校

２．その他の学校
◇ドロー作成注意 両丹支部の学校がシードに入った場合の京都市部予選でのシードの場所抽選の

仕方について
◇会議について エントリー委員会 ⇒ 常任委員会 ⇒ 顧問（ドロー）会議 ＜生徒代表者会議は

（エントリー締切日） （ドロー作成・大会についての連絡） 実施しない＞
※顧問会議は個人戦と団体戦を同時に行う。
※団体戦の生徒代表者会議は実施しないが、個人戦の生徒代表者会議でドロー抽選
を行う。（メンバー登録表を提出すること）

◇ドロー抽選 １．シード順位の抽選（差がつかない場合）は顧問会議で顧問が行う。
２．シードの場所抽選、シード校以外の場所抽選は、生徒代表者会議で生徒代表者が

行う。
◇試合球 全国高校総体の使用球とする。
◇ボール・ドローの配布 個人戦の生徒代表者会議にて配布。
◇試合前のウォーミングアップ サービス４本とする。

≪設置者別大会（公立高校大会＆私学大会）の確認事項≫

１．公立高校大会＜近畿公立高校大会団体戦の予選大会としての位置づけ＞
試合方法：団体戦＜近畿公立団体と同じ全国選抜形式（Ｓ３Ｄ２）＞とする。
上位大会への推薦：この大会結果に基づき、近畿公立団体戦への推薦順位を決定する。

※近畿公立高校大会個人戦の予選大会は京都府公立高校大会個人戦とし、優勝者と準優勝者は近畿公
立個人戦への推薦（１～２位）を与える。残りの枠の推薦は、高校選手権終了時の過去１年間のポ
イントにより、上位から順に推薦する。ただし、個人戦１次予選は、団体１次予選が天候により実
施できなかった場合は中止となるので、その際はすべての推薦を上記同様、高校選手権終了時の過
去１年間のポイントにより、上位から順に推薦する。ポイントによる推薦で同ポイントの場合、１
次予選の結果を加味して、差がつく場合は差をつけ、差がつかない場合は抽選とする。

２．私学大会＜近畿私学大会の予選大会としての位置づけ＞
試合方法：団体戦＜近畿私学と同じシングルス１本ダブルス２本の特別形式＞とする。
上位大会への推薦：この大会結果に基づき、近畿私学団体戦への推薦順位を決定する。

※近畿私学個人戦の予選大会は実施しない。この大会への推薦は、平成２９年度までは高校選手権終
了時の過去１年間のポイントにより、上位から順に推薦していたが、上部大会の申し込み時期など
加味して、平成３０年度からは夏の顧問会議までに検討して、新たな選考基準を作成して推薦する
ものとする。


